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北方っ子の 

あ いさつができる子 

い のちを大切にする子 

う んどう・健康・元気な子 

え がおで過ごす子 

お もいやりのある子 

 

めざす子ども像 

 

２学期が終わりました。この間の日々の学習で子どもたちは、より多くの新しい知識や技能などを身に付けてきま

した。また、たくさんの学校行事等を通して、心身ともに大きく成長してきました。さらに、友だちとのかけがいの

ない思い出もできました。本当に実り多い２学期になったと思います。 

これも、保護者や地域の方々のあたたかい支えや励ましがあったからこそだと、感謝するばかりです。あらためて、

北方小学校のすばらしさを感じました。本当にありがとうございました。 

来年もどうぞ、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

さて、明日から冬休みです。休みの間、それぞれこれまでの自分の学校生活をふりかえって、３学期に向けてまた新しい

目標を見つけてみましょう。また、冬休みには、大みそかや正月など日本の伝統的な行事もあります。そこで、この冬休み

をよりよく過ごすために、次の３つのことをがんばってみましょう。 

① 早ね、早おきなど、規則正しい生活をすること。 

② 大そうじなど、自分から進んで、お手伝いをすること。 

③ 自分の苦手な勉強の復習や宿題をしっかりし、３学期にそなえること。 

 

それでは、みなさん、よい年をお迎えください。 
図書館フェスタ 

  図書委員会が、今年も１２月２日（金）に、昼休みに北

方ホールで「図書館フェスタ」を行いました。６年生は「ゆ

きのよる」の読み聞かせとクイズ、５年生は「おばけのバ

ーティー よーい ドロン！」の読み聞かせとクイズがあ

りました。 

本のよさや楽しさをたくさん知ることができました。図

書委員会のみなさん、ありがとうございました。 

第２回 ＰＴＡ「食の会」 
 

 １２月６日（火）に、第２回目のＰＴＡ「食の会」があり

ました。本校の栄養教諭髙木美里先生の指導のもと、今回は

「春巻きの皮でベーコンエピ」 

「サングリア風サイダー」 

「給食のキャロットスープ」 

の３種類を作りました。どれ 

も簡単においしく出来上がり 

ました。皆さん、よくがんば 

りました。お疲れ様でした。 

いじめ防止に向けて 

  本校では、いじめ防止に向けて、「いじめは、人間として絶対

に許されない」という強い認識をもつことや「いじめられている

子どもを最後まで守り抜く」という信念をもつことを全職員で共

通理解し、いじめの問題の克服に向けて取り組んでいます。 

各学級では、日頃よりいじめを許さない学級風土をつくり、い

じめが起こっていない状態をしっかりと把握し、アンテナを高く

して、児童の変化を見逃さないように、児童一人一人のようすを

観察するようにしています。それとともに、９月に行われる全市

一斉のいじめに特化したアンケートを活用し、学校全体でいじめ

の実態を把握しています。その後、全児童と面談し、教育相談を

行っています。 

１０月に報告したいじめの件数は、平成２７年度は０件、平成

２８年度は１件でした。現在は、継続的に指導・支援を行うこと

で、解決に至っています。今後、いじめ防止へと取り組むように

努めます。 

また、子どもたちから出されたいじめ防止に向けての取組とし

て、「あいさつ運動を続ける」「教室を心の落ち着く場所にする」

など、３年生から６年生までの各学級の代表児童が出席し、代表

委員会で決定しました。 

北方小学校では、子どもや教師が共にいじめのない学校にして

まいりますので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

 

 ５年生「命の授業」 
  １２月８日（木）に、保健師さんと助産師さんを迎えて、

５年生の「命の授業」を行いました。 

妊婦体験をしたり、赤ちゃんの人形を抱いたりしました。

あらためて、命の大切さや生命の神秘などについて深く考え、

理解することができました。 

家庭教育学級最終回・閉級式 

  １２月１４日（水）に、家庭教育学級最終回と閉級式があ

りました。今年も九州未生流の畠田旭才先生をお招きし、

お正月に飾るフラワーアレンジメントづくりを指導してい

ただきました。参加された方々のアイデアを生かした素敵

な作品を楽しく作ることができました。 

 成人人権委員会の皆様、これまでお世話をしていただき

ましてありがとうございました。お疲れ様でした。 


